
資料１

社 会 資 本 総 合 整 備 計 画

全ての人にとって魅力ある寒川駅周辺地区の創出

平 成 23 年 3 月 31 日

神 奈 川 県 寒 川 町



平成 23年 3 月31日

1 全ての人にとって魅力ある寒川駅周辺地区の創出
平成22年度　～　平成25年度　（4年間） 寒川町

・快適性と利便性を兼ね備えた質の高い生活環境を整備することで、区画整理区域内住居を１２２件（H22）から１８２件（H25）に増加を促進する。
・安全な遊び場やコミュニティの場の不足改善に対して、公園の充足を６０％（H22）から８７％（H25）に図る。
・区画整理事業により商業基盤の整備をすることで、区画整理区域内における商業床面積を９９７１．３３㎡（H22）から１３２００㎡（H25）に増加を図る。
・子どもからお年寄りまでの全ての居住者、利用者が安全に、かつ、安心して生活できる歩行者空間の確保等、交通環境の改善を図るため、歩行者に対する公共施設（歩行者支援施設）の整備率を７１％（H22）

　から１００％（H25）に図る。

（H22当初） （　　末） （H25末）

      社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

本町は、神奈川県の中央部に位置するとともに湘南地域の一角を占めており、近隣自治体は平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、海老名市の４市に接し、首都圏機能の分散化に伴う産業や居住地として発展してきた町である。本地
区は、町内に有するＪＲ相模線の３駅の中でも最も多い乗降客を有する寒川駅の周辺部で、町の玄関口、町の顔にふさわしい中心商業地としての役割を担う地区であるが、当駅周辺の状況は、通過交通の流入、駅前広場の
不足、土地利用の混在等の多くの問題を抱え、町の中心地区として早急な整備が望まれていた。そこで、平成１０年に「寒川町中心市街地活性化基本計画」を策定し、重点地区として寒川駅北口地区土地区画整理事業を進
めながら、道路、公園等の公共施設の整備改善や、土地利用の適正化を図るとともに、町内外の全ての人々にとって魅力にあふれ、近隣市からの来訪者の増加を促進するような活力のある中心市街地を創出するものとす
る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

土地区画整理事業区域内の新築件数を測定する。
１２２件 １８２件

寒川駅周辺地区内における公園まで２５０ｍ以内で行くことができる区域の割合を測定する。
６０％ ８７％

区画整理事業により商業基盤を整備することで、区画整理区域内における商業床面積の増加を測定する。
９，９７１．３３㎡ １３，２００㎡

寒川駅から役場や図書館、中央公園等へアクセスする歩行者に対する公共施設（歩行者支援施設）の整備率
７１％ １００％

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
858.7百万円 Ａ 646百万円(うち提案事業分3百万円) Ｂ 198百万円 Ｃ 14.7百万円

効果促進事業費の割合
2.1%

（A（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 都市再生 一般 寒川町 直／間 寒川駅周辺地区都市再生整備計画事業 寒川町 646.0 別添１

・・・

・・・

・・・

・・・

合計 646.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-B-1 道路 一般 寒川町 直接 198.0

合計 198.0

番号 備考

1-B-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C-1 施設整備 一般 寒川町 直接 14.7

・

・

・
合計 14.7

番号 備考

1-C-1

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

寒川町 区画整理、公園等　69．5ha

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

寒川町 寺尾橋架け替え事業 延長　264ｍ　幅員　13．8～17．3
ｍ

寒川町

一体的に実施することにより期待される効果

寒川駅周辺地区(A-1)と一体的な整備として、寺尾橋の架け替えを行うことにより、快適な交通環境整備が形成され、近隣市から人の流れを当該地区に呼び込むことにより、更なる魅力ある中心市街地の形成を図る。

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

寒川町 バスシェルター・ベンチ設置事業 バスシェルター　4基　ベンチ　3基 寒川町

一体的に実施することにより期待される効果
寒川駅周辺地区(1-A-1)と一体的に整備し、中心市街地の歩行者及び買い物客が快適に滞在できる空間を整備することで利用者の利便性の向上を図る。



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 全ての人にとって魅力ある寒川駅周辺地区の創出

計画の期間 平成22年度　～　平成25年度　（4年間） 寒川町交付対象

1－A－１

1－Bー１

寺尾橋架け替え事業

1－A－１

寒川駅周辺地区都市再生整備計画事業

（区画整理・公園 等）

1－C－１

バスシェルター・ベンチ設置事業

凡例

基幹事業

関連社会資本整備事業

効果促進事業



都市再生整備計画（第２回変更）

寒川駅
さ む か わ え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区
ち く

神奈川
か な が わ

県　寒川町
さ む か わ ま ち

平成２２年３月

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 69.5 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

安全・快適で魅力あふれる中心市街地の再生

○本町は、神奈川県の中央部を流れる相模川の河口から上流約６㎞の左岸に位置し、湘南の一角を占めている。
昭和３０年代半ばからの高度成長に伴い、相模川沿岸をを中心に工場が相次いで進出し、あわせて宅地開発が急速に進行したことから人口が急増し始め、現在では人口約４万７千人と神奈川県内の町としては、もっとも人口の多い
町となっている。
○本地区は、町内に有するＪＲ相模線の３駅の中で最も多い乗降客を有する寒川駅の周辺部で、町の玄関口としての役割を担う地区であるが、当駅周辺の現状は、通過交通の流入、駅前広場の不足、土地利用の混在等多くの問題
を抱え、町の中心地区として早急な整備が望まれていた。
そこで平成１０年に「寒川町中心市街地活性化基本計画」を策定し、重点地区として寒川駅北口地区土地区画整理事業を進めながら、道路、公園等の公共施設の整備改善や、土地利用の適正化を図り、健全な町の中心市街地づくり
を推進している。
○平成１６年度から平成２０年度の５ヵ年で、まちづくり交付金を活用して寒川駅北口地区を重点的に整備を行った。土地区画整理事業が進捗したことで、道路等の都市基盤の整備が進み、中心市街地の形成に必要な都市空間が創
出されつつある。

○寒川駅周辺は、JR相模線駅施設等の近代化や市街地整備の遅れ等から、中心市街地が形成されず、自然発生的に集積された住宅や商店が混在している。また、町の玄関口としての魅力に欠け、多くの購買力が町外に流出して

都道府県名 神奈川県 寒川町
さむかわまち

寒川駅周辺地区
さむかわえきしゅうへんちく

計画期間 交付期間 25

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

件 20 25

％ 20 25

㎡ 20 25

％ 20 25

区画整理区域内商業床面積 土地区画整理事業区域内の商業施設の床面積
区画整理事業により商業基盤を整備することで、区画整理区域内におけ
る商業床面積の増加を図る。 9600 13200

歩行支援施設の整備率
寒川駅から役場や図書館、中央公園等へアクセスする歩行者に
対する公共施設（歩行支援施設）の整備率

子どもからお年寄りまですべての居住者、利用者が安全に、かつ、安心
して生活できる歩行空間の確保等、交通環境の改善を図る。 71 100

区画整理区域内新築件数 土地区画整理事業区域内の新築建築数
快適性と利便性を備えた質の高い生活環境を整備することで、区画整理
区域内住居の増加を促進する。 102 182

公園充足度
寒川駅周辺地区内における、公園まで２５０ｍ以内で行くことので
きる区域の割合。

安全な遊び場やコミュニティの場の不足改善に対して、公園の充足を図
る。 60 87

○寒川駅周辺は、JR相模線駅施設等の近代化や市街地整備の遅れ等から、中心市街地が形成されず、自然発生的に集積された住宅や商店が混在している。また、町の玄関口としての魅力に欠け、多くの購買力が町外に流出して
しまっている。
○こうした状況を背景に、本地区では土地区画整理事業を進めてきたが、残された駅前広場の整備をはじめ、土地区画整理事業を早期に完了させるとともに、商業的施設の立地を促し、また、魅力ある駅周辺地区とするために、公園
や街路樹等のうるおいのある都市空間整備や歩行者動線の整備等により、すべての人に魅力のある中心市街地としての整備が必要である。

○本地域については、「さむかわ２０２０プラン（寒川町総合計画）」において、寒川駅北口地区土地区画整理事業の区域を中心に、寒川駅南側と町役場周辺を含む６９．５haを中心市街地と位置づけ、「寒川町中心市街地活性化基本
計画」により中心市街地としての環境づくりを図る。
○「寒川町都市マスタープラン｣において、中心市街地としての充実を図るため、面的整備等の推進や既存の商業の活性化とともに、良好な住環境の創出を図る。
○「寒川町中心市街地活性化基本計画」において、地域商業、憩いとふれあい、町民生活及び文化と情報の拠点を総合的に形成し、町の顔づくりを推進する。
○基幹事業である寒川駅北口地区土地区画整理事業及びその他事業の展開を図ることで、本地域を安全・快適で魅力あふれる中心市街地とする。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・整備方針３（魅力を楽しめるまちづくり）
　　　町の顔として、商業基盤や観光等情報拠点としての形成を図り、活力ある交流の場を整備する。

土地区画整理事業（基幹事業／町）、複合施設建設事業（関連事業／町）

○中心商業地の活性化及び良好なまちなみ形成を図るための規制誘導措置の概要
寒川駅北口地区（約９．９ha）において、土地区画整理事業に伴い用途地域の変更を行うとともに地区計画を決定し、中心商業地の形成及び良好なまちなみ形成を図るための規制誘導施策を実施している。さらに、当該区画整理事業区域内地権者で構
成するまちづくり協議会を中心に、地区計画の方針に沿ったまちづくりのルールとしての、まちづくり協定を策定した。なお、この北口地区の事業効果を適切に受け止めるべく中心市街地活性化基本計画の区域を本計画区域として、関連諸事業の展開を
併せて図ることで、都市再生整備計画の目標を達成することとしている。

○都市再生整備計画の目標達成に向けた交付期間中の計画管理に関する事項
・事業進捗、各課各事業間調整等の庁内体制整備を行う。
・商工会、JR東日本との事業進捗、事業展開等の随時調整を行う。
・まちづくり協議会と町との土地区画整理事業の推進及び複合施設建設事業等の円滑化に向けた協議を継続する。

○事業終了後の継続的なまちづくり活動に関する事項
・まちづくり協議会の継続的開催を行い、寒川駅北口地区をまちなみ景観等の先駆的モデル地区として、その効果を本計画区域全体のまちなみ形成に寄与させる。
・住民等に対しての「まちづくりニュース」、広報誌等による広報、啓発活動。

方針に合致する主要な事業
・整備方針１（安全に暮らせるまちづくり）
　　　子どもからお年寄りまですべての居住者、利用者が安全に、かつ、安心して生活できる歩行空間の確保や整然としたまちなみ形成など住環境ならび
に公共施設のバリアフリー整備等を行う。また、災害や防犯に強いまちづくりを推進する。

土地区画整理事業（基幹事業／駅前広場、都市計画道路等を含む、町）、商店街街路灯設置事業
（基幹事業／商店会）、EV・エスカレータ建設事業（基幹事業／町）、複合施設建設事業（関連事業
／町）、公共下水道事業（関連事業／町）

・整備方針２（快適にすごせるまちづくり）
　　　都市活動の活性化を図るため、鉄道、バス等の交通結節機能を高め、どこからでも気軽に立ち寄ることのできる効率的で利便性に優れた交通基盤
の整備を行う。
　　　身近な自然とのふれあい空間・コミュニティの場を創出し、快適性の向上を図る。

土地区画整理事業（基幹事業／町）、EV・エスカレータ建設事業（基幹事業／町）、公園整備事業
（基幹事業／町）

・住民等に対しての「まちづくりニュース」、広報誌等による広報、啓発活動。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 寒川町 直 3,000㎡ 21 25 21 25 113 113 113 113

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム － －

地域生活基盤施設 － －

高質空間形成施設 － 寒川町、商店会 直／間 － 22 23 22 23 111 111 111 111

高次都市施設 － －

既存建造物活用事業 － －

土地区画整理事業 寒川町 直 9.9ha 14 27 21 23 4,908 689 689 689

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

住宅市街地
総合整備
事業

寒川駅北口地区

事業
細項目

事業主体事業箇所名

寒川駅北口地区

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間
（参考）事業期間

交付対象事業費 916 交付限度額 366.4 国費率 0.4

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 5,132 913 913 913 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

寒川町 直 － 25 25 25 25 3 3 3 3

－ 0

－ 0

－ 0

合計 3 3 3 3 …B
合計(A+B) 916

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

寒川町 国土交通省 1,170m ○ 16 22 140

寒川町 国土交通省 9.9ha ○ 4 21 4,151

寒川町 国土交通省 9.9ha ○ 4 22 5,191

寒川町 国土交通省 1,985㎡ ○ 18 25 700

合計 10,182

所管省庁名

寒川駅北口地区

事業箇所名

寒川駅北口地区

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

事業

事後評価分析事業

全体事業費事業主体

土地区画整理事業（基本事業費・都市再生補助）

土地区画整理事業（町単独費）

地域創造
支援事業

事業期間（いずれかに○）

寒川駅北口地区

寒川駅北口地区

駅前複合施設建設事業

事業活用調
査

－

－

0

公共下水道事業

まちづくり活
動推進事業

規模

－

－

うち民負担分

0



都市再生整備計画の区域

　寒川駅周辺地区（神奈川県寒川町
  さ  む  か  わ  ま  ち

） 面積 69.5 ha 区域 寒川町岡田の一部、宮山の一部、一之宮一丁目の一部及び中瀬の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

【図面作成上の留意点】

・Ａ４版横長であれば縮尺は自由。ただ

し必ずスケールバー・方位を記入する

こと。

・市町村全体の中での位置がわかる範

囲を対象とすること。

・都市再生整備計画の区域を赤太線縁

取りとし、地区名、区域面積を記入する

こと。

・鉄道、高速道、幹線道等の都市の骨

格を成す施設及び計画の内容に影響

を与える主要な施設を明記すること。

【記入要領】

・水色のセルは計画作成者において記入すべきことを表す。記入漏れのないよう留意すること。

・「区域」欄は、計画区域の所在地を記入すること。

例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部



区画整理区域内新築件数 件 102 （H20年度） → 182 （H25年度）

公園充足度 ％ 60 （H20年度） → 87 （H25年度）

区画整理区域内商業床面積 ㎡ 9600 （H20年度） → 13200 （H25年度）

　寒川駅周辺地区（神奈川県寒川町
さむかわまち

）　整備方針概要図

目標 安全・快適で魅力あふれる中心市街地の再生
代表的な

指標

健康管理センター
消防本部

寒川総合体育館

さむかわ
中央公園

町役場

寒川病院 公共下水道事業
（事業主体：寒川町）

寒川駅北口地区土地区画整理事業
〔9.9ha〕（事業主体：寒川町）

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

JR相模線

寒川駅

0 250 500

施 行 区 域 界

区画整理区域界

都市計画道路

区 画 道 路

歩行者専用道路

公 園

駅前複合施設建設事業
〔５階・１９８５㎡〕（事業主体：寒川町）

EV・エスカレータ設置事業
（事業主体：寒川町）

公園整備事業
〔３０００㎡〕（事業主体：寒川町）

商店街街路灯設置事業
〔５４基〕（事業主体：商店会）


